1 :Quelle planète pour demain ?

TEXTE1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳：土居宏之
La croissance démographique

世界の人口は今から2050年までの間に、2001年での61憶人を超えて93億人にまで増大するであろう。（また、）その人口の85%が発展途上国で生活しているだろうと考えられている。南北両世界のより平等な関係という争点は、この数字を考慮に入れてみると、非常におおきな意味を帯びる。
　その人口増加は環境と開発共に影響を及ぼすものだ。基礎的な物資を住民に供することに既に非常に苦労している、多くの貧困国は、自己の抱える人口がこれから数十年の間に増加していくのを見るだろう。人口の抑制は女性の社会的地位の向上と相伴って進行するだろう。個々人が、男性も女性も、自由に彼らの子供の人数を選択することができるように注意することが、多産の割合（出産率）を減らすことに貢献するのである。
　工業化の進んだ国では、逆に、出産率（１人の女性あたり1.6人）は人口維持（更新）の為のラインを下回っている。人口は高齢化し、結果、労働力人口当たりの退職者年金の脅威という問題が提起される。；特定の国々では、もし移住の動きがなければ、人口は減少するだろう。
　移住は相互の利益に基づいて発展していった。：移住してきた労働者たちは、大概において、西洋人が引き受けたがらない仕事に従事する（を占有している）。移民たちは、その貯蓄を出身国へと送金する。そのような、土着人と移民の混在状態は、移住現象の認知、諸文化への敬意と統合を前提としている。
　ところで、多くの国では、非常に制限の厳しい移民政策によって、多数の移民が法を破るに至らしめられている。その違法状態は、労働の、偽装書類の不正取引の、搾取の、奴隷の掃きだめの、非人間的な状態と同義なのである。
　その他の国では、これら移民の動きによって、外国人排斥の反応や人種差別主義者が生まれてきている。ハンガリーでは（次のように）、「ジプシー」の寿命が彼ら以外の人口の寿命と比べて10～15%も短い（という状況がある）。
　この人口流動は、すべての大陸においてさらに強まっていくだろうことは明白である（～と分かっている）。その進展（移動）は、政府によって、人間の尊厳を守る配慮と共に、引き受けられねばならないのだ。
